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手軽に導入できる
DVストリーミング配信ソフト
DVcommXP
電通国際情報サービス

DVcommXPの動作環境
対応OS ウィンドウズXP専用
CPU PentiumⅢ、Pentium4、Celeron、Athlon、

AthlonXP、Duron、各700MHz以上
メモリー 128MB以上
グラフィックカード DirectXが動作するもの
ネットワークカード 100Mbps以上（30Mbps以上の帯域）
DVカメラ IEEE1394搭載（OHCI準拠のもの）
参考URL http://www.fatware.jp/
問い合わせ先 g-DVcommXP@isid.co.jp

3 月 1 8 日発売

新 製 品 を 先 取 り チ ェ ッ ク ！

汎用プロトコルを採用して
大規模ストリーミングにも対応
DVcommXPは、DV映像をIPで転送するスト

リーミング配信ソフトだ。

従来、「ストリーミング配信」というと、サーバ

ーやストリーミング配信対応のルーターが必

要で、複雑なイメージが強かった。しかし、こ

のDVcommXPを使えば、サーバーやルータ

ーがなくても直接ストリーミング配信できる。

必要なのは、ウィンドウズXPを塔載したパソ

コンとIEEE1394接続のDV（デジタルビデオ）

カメラだけだ。

DVcommXPを起動すると、接続されている

DVカメラを自動識別し、流れる映像（音声も

含む）を別のパソコンに転送できる。

双方向通信が可能なので、2台のパソコンを

用意すれば、すぐに遠隔地でのテレビ会議を

催すこともできる。また、マルチキャスト配信

にも対応しているため、複数のパソコンに同

じ動画を配信するeラーニングなどにも応用

できる。

DVcommXPは、業界で広く使われている

RTP（RFC1889）を使った「DV over IP」

（RFC3189）に準拠している。したがって配信

された映像は、他のソフトで扱うことも可能

だ。たとえばDV over IPに対応しているフリ

ーソフトとしては、DVTSjがある。

DVcommXPは、送受信されるプロトコルに汎

用性があることから、他のストリーミング対応

のサーバーやルーターと組み合わせ、さらに

広範囲なストリーミング配送システムまで構築

できるのもメリットだ。

j http://www.sfc.wide.ad.jp/DVTS

/index-j.html

美しい映像は帯域を
いかに確保するかが鍵
DVcommXPで採用されているDV over IPは、

DVデータを無圧縮でリアルタイムにIPパケット

で送受信するプロトコルだ。そのため損失がな

く、美しい映像が配信される。実際、通常のテ

レビ放送と比べても、何ら違和感ない。

しかし、そのぶん常時約30Mbpsもの帯域を必

要とし、うまく活用できるかどうかは、30Mbpsの

帯域が確保できるのかという点に尽きる。最近

では、Bフレッツなど安価なFTTH回線を導入

できるが、ベストエフォート型のサービスでは、

常時30Mbpsを確保できるのかは微妙だ。

そういった意味で、LAN上で一対一のテレビ会

議をするのなら比較的容易に導入できるものの、

WANを介したりマルチキャストにしたりといった

場合は、QoSを利用した帯域制御を導入するな

ど、ネットワーク的な工夫が不可欠だ。

なおDVcommXPは、ファットウエア株式会社の

ウェブサイト（下記の参考URL）から、5分間のみ

の配信可能な体験版を入手できる。DVカメラ

を持っている人は、まずダウンロードし、自分の

ネットワークで帯域に不足がないかを実際に調

べてみるといいだろう。 （大澤文孝）

送信側では、送信先のIPアドレスを指定する。マルチ
キャストの場合にはマルチキャストのIPアドレスを指定
することになる。IPv6にも対応している。

ウィンドウズXPパソコンにDVカメラをつなげば、どこ
からでも配信できる。帯域さえ確保できれば、ノートパ
ソコンを持ち運んで現場の生中継も夢ではない。

「送信のプロパティ」でフレームレートを落とし
て利用する帯域を減らすこともできる。しかし
動きが悪くなり、あまり実用的ではないためデ
フォルトの設定で使ったほうがいい。

2台のウィンドウズXPパソコンでDVCommXP
を使えば、テレビ会議が容易に実現できる。ウ
ィンドウ表示のほか、フル画面出力もできるの
で、大人数で会議するときにはプロジェクター
に映し出すといった使い方も可能だ。

実売価格：9,800円
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軽量コンパクトな無線LAN
縦横どちらでも使える
「 WLAP-54GT Set」は 無 線 LANカ ード

「WLCB-54GT」とアクセスポイント「WLAP-

54GT」のセットで（それぞれ単体でも発売）、現

状ではもっとも低価格の802.11g（draft6.1）対

応無線LANだ。外観は、非常にコンパクトなデ

ザインで、スタンドを外せば横置き、壁掛けも

OKだ。ハブもルーター機能もないため、ルー

ターなどと組み合わせて使う純然たるアクセス

ポイントだ。

セキュリティー面では、WEP64/128ビット暗号

化、MACアドレスフィルタリング機能が用意さ

れている。無線LANカードの設定は、付属のユ

ーティリティーかウィンドウズXPでは標準のワ

イヤレスネットワーク設定で行う。なお、マニュ

アルにはパソコンの省電力機能をオフにするよ

うに指示があるが、ウィンドウズXPではサスペ

ンドを使用しても問題は起きなかった。802.11g

が正式に認証され次第、ファームウェアのバージ

ョンアップを行う予定。Wi-Fiロゴも申請中だ。

スループットは約2000Kバイト／秒
電波の届きもまずまずの成績
ウィンドウズXPを搭載したノートパソコンに無

線LANカードをセットして試用した。まず、

WEP128ビット暗号化をオンにして、戸建ての

各階で有線側に置いたFreeBSD4.7サーバー

へのftpコマンドによるスループットを測定した。

2階に設置したアクセスポイントにどの場所から

も平均して2000Kバイト／秒程度の速度でアク

セスできた。測定するたびに2割程度値にばら

つきがあったので、測定場所による違いとはい

えなさそうだ。トップスピードはやや低いが、ア

ンテナの性能のよさが感じられる安定した値だ。

ドライバーやファームウェアの改良が進めばさ

IEEE802.11g対応の
簡単シンプルな無線LANセット
corega WLAP-54GT Set
コレガ

実売価格：20,800円（コレガダイレクトショッピング）

corega WLAP-54GT set
無線LAN 802.11g（draft6.1）準拠
伝送速度 1/2/5.5/11Mbps（802.11b）、

6/9/12/18/24/36/48/54Mbps（802.11g）
有線LAN 10BASE-T/100BASE-TX
セキュリティー WEP64/128ビット、MACアドレスフィルタリング
【無線LANカード】
対応OS ウィンドウズ98SE/Me/2000/XP
【アクセスポイント】
電源 AC100V
外形寸法 幅30×奥行き102×高さ136（mm）
重量 210g（ACアダプター、スタンド除く）
参考URL http://www.corega.co.jp/
問い合わせ先 コレガホットライン 045-476-4039Kバイト／秒 
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上からPower、Status、LAN、WLANの4つの表示ラ
ンプが並ぶ。本体はとても軽くちょっとした場所に設
置できる手軽さはGood。

「基本設定」画面。この画面でESS-IDを設定し、「セキ
ュリティ」画面で暗号化を設定し、「フィルタリング設定」
でMACアドレスを登録する。

左からアンテナ、設定を初期化する「INIT」スイッチ、
LANポートの極性を変えられる「PC/HUB」スイッチ、
LANポート、電源ポートが並ぶ。電源アダプターも小型
でテーブルタップを邪魔しない。

発売中

らに速度は上がるだろう。

次に、アクセスポイントの設定を802.11g専用

モードから802.11bでも接続できる「Auto」モー

ドに変えて、802.11b端末（Mac OS Xの

AirMacを使用）からサーバーにpingコマンドを

打ち続けた状態でのスループットを測定した。

スループット値は、1364Kバイト／秒と約40パ

ーセント低下した。やはり、802.11bを共存した

ときのスループット低下は避けられないようだ。

なお、設定画面に「高度な設定」という項目があ

り、プリアンブル（同期をとるための信号部分）

を短く処理する設定や接続可能台数を減らすな

どしてみたが、違いは見られなかった。全体とし

てみると、やや低めのスループット値ではあった

が、コストパフォーマンスが高く、手軽に使える

無線LANとして主に家庭内で使うのによさそう

な製品だ。 （梅垣まさひろ）

■ftpスループット結果

■屋内でのftpスループットテスト
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iBOXブロードメディアサーバF
OS Linux
ハードディスク容量 80GB
最大消費電力 73W
寸法 幅約430×奥行き357×高さ79（mm）
重量 約7㎏
参考URL http://www.jcc.co.jp/
問い合わせ先 マーケテイング部 03-3864-5511

左から、メインの電源スイッチ、電源、ファン、
リセットスイッチ、電源スイッチ、USBポート、
RS-232C、モニター、映像音声入出力、デジ
タルオーディオ出力、LAN、WANポート、VU
アンテナ入出力、BSアンテナ入出力、BS関
係入出力と並ぶ。パソコンとAV機器を合体
したようなポートがぎっしり。

air BOXを利用する際は、ADSLモデムとiBOXブロー
ドメディアサーバFの間に設置する。

オプションの無線アク
セスポイントair BOX
（実売19,800円）。子
機には無線LANカード

「air CARD」（実売6,980
円）が用意される。

■iBOXサーバーの接続方法

前面には表示とDVDスロットがある。見た目
にはDVDプレイヤーという感じ。

802.11g無線LANにも対応した
HDD録画機能搭載のメディアサーバー
iBOXブロードメディアサーバF
日本電算機

3 月 2 1 日発売

ハードディスクに録画したテレビを
ノートパソコンでワイヤレス視聴可
日本電算機からiBOXサーバーの新モデルが

発売された。テレビのハードディスク録画、

DVD再生といったメディアサーバー機能と、

ブロードバンドで必要となるルーターなどの

ネットワーク関連機能、それにリモコン操作だ

けでインターネットに接続できる機能を統合

したブロードバンド対応メディアサーバーだ。

新モデルの「iBOXブロードメディアサーバF」

は、新たにBSチューナーを内蔵。Bepg（電

子番組表）を使った番組予約や動画編集など

が強化された。また、802.11gの無線LANを

使って、iBOXサーバーの録画画像をワイヤレ

スでパソコンで見られる無線LANアクセスポ

イントとカードもオプションで発売された。

iBOXサーバーを単体で使う場合は、付属の

リモコンでテレビに映し出された画面を操作

する。インターネットに接続しておけばテレビ

画面でブラウザーと電子メールが扱えるので、

ウェブでちょっとした情報を確認したいときに

パソコンを起動しなくていいのは便利。また、

リモコン操作なので、パソコンを使えない家

族でも利用は簡単だ。

ブロードバンド接続はPPPoEやDHCP機能な

どを持つルーターが内蔵されているため他の

機器は必要なく、iBOXだけで接続できる。ま

た、パソコンとネットワークで接続すれば、パ

ソコンでiBOXサーバーの録画予約をしたり

iBOXで録ったテレビ番組を見たりすることも

できる。無線LANオプションの「air BOX」を

併用すると、ノートパソコンでもワイヤレスで

視聴できる。通信速度54Mbpsの最新無線

LAN規格802.11g（draft）対応なので、動画を

見るときにもまったく問題はない。ただし、パ

ソコンでテレビ番組をリアルタイムに見るこ

とはできないので注意したい。

ハードディスクにどんどん録って
必要な番組は編集＆DVD-R書き込み
正直なところこれまでテレビを録画して見る習

慣はまったくなかったのだが、使ってみるとな

かなか便利。見たい番組をクリック一発でどん

どん録画予約でき、放送時間を気にせずいつ

でも見られる快適さを発見した。放送時間で

はなく番組名で予約されるため、毎週放送され

るレギュラー番組でたまに時間帯が異なってい

たとしても毎週きちんと録画される。ビデオテ

ープだと巻き戻したり消してもいいテープを探

したりという面倒があるが、iBOXはハードディ

スクなので煩わしさはない。ノートパソコンで

ネットワーク視聴をする機能もいい。テレビを

家族に占領されてしまうお父さんも、ネットワー

クで録画を予約しておけばパソコンでいつで

も番組を視聴できる。また、保存しておきたい

スポーツシーンや映画は、iBOX単体で画像の

不要部分を編集してDVDに焼くことができる。

DVDライブラリーが簡単に作れるわけだ。フ

ァイルフォーマットはMPEG4なのでサイズも

小さい。

ただ、1つ気になったのは熱で、本体がけっこ

う温かくなる。予約録画をするには電源を入れ

っぱなしにしておく必要があるので、本体はあ

まり狭いキャビネットに押し込まないほうがよ

さそうだ。一方、試用前に心配したハードディ

スクのアクセス音やファンの風切り音はまった

く気にならず、静かだった。 （梅垣まさひろ）

インターネット 

ADSLモデム air BOX i BOXサーバー 

イーサネット BSアンテナへ 

VUアンテナへ 

ノートパソコン 

 
air CARD

テレビ 

 

実売価格：164,800円
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新型VAIO Uは、従来のPCにはないアーバンダークブ
ラウン。ポインター周りなど、白とのツートーンカラーが
映える。本体前面には、メモリースティック用のスロット
がある。＊今回レビューした製品は試作品のため本来
の製品と性能面で多少異なることがある。

左側面にはIEEE 1394、外部RGBコネクターケーブル
用のポート、USBポートなどが付いている。また、ここ
にPCカードスロット（Type2×1）があるが、Air H"のカ
ードなどを挿すと、キーボードが使いにくくなる。

CPU、無線LAN、グラフィックチップで
格段にグレードアップ
新型VAIO Uである「PCG-U101」のサイズは、

高さ34.1ミリ×幅178.8ミリ×奥行き139.5ミ

リで重量は約880グラム。これまでの同シリ

ーズとほとんど変化はない。ただし、CPUは

トランスメタ製CPUから、超低電圧版モバイ

ルインテルCeleron 600A MHzへとパワーア

ップされている。また、これまでのVAIO Uで

は外付けだったIEEE 802.11b無線LAN機能

が内蔵されたのも大きな進化だ。もう1つ、

格段に進歩しているのがグラフィックチップ。

今回は、ATI Technologies製のグラフィック

チップ「MOBILITY RADEON」を採用してい

るのだが、これはたいていの3Dゲームを表示

できる性能を誇っている。まさに、コンパクト

ボディーにハイパワーを詰め込んでいると言

っていいだけの性能だ。

OSはウィンドウズ XP Home Editionが標準

搭載されるが、ソニー直販ウェブサイト「ソニ

ースタイル」のみで販売される「PCG-U101/P

【WORKS】」は、ウィンドウズXP Professional

を搭載する（メインメモリーは512MB）。会社

のネットワークドメインに接続して使う機会の

多い人はこちらを選んだほうがいいだろう（価

格は受注時に発表される）。

パワーを活かす
新しい“使い方”が必要
“PDAとノートPCの中間”と位置付けられる

VAIO Uだが、今回はPDAの代わりとして使

い、気になった点をピックアップしてみる。

まず、バッテリーの持ちだが、1日2、3回程度無

線LANスポットでウェブにアクセスし、20分程

度ニュースサイトなどを見たりメールを受信した

りした。カタログ記載の駆動時間は、標準バッ

テリーで約3～5.5時間となっているが、毎日あ

る程度充電することを前提とすれば、この程度

の使いかたではバッテリーを気にする必要はな

かった。

次にキーボードの操作性だが、「ThumbPhrase」

という携帯電話と同じ入力方法が使える機能

があり快適だ。また、モニターがフルフラット

に開くようになっているので、電車内で立った

ままでの操作も楽にこなせる。さらに、標準搭

載されるVAIO Synchronizerというファイル

同期ソフトも使い勝手がよかった。これは家庭

内LANなど、ファイルを同期させたいPCと同

じネットワークにVAIO Uを接続した場合、自

動で同期が開始されるというものだ。

ただ、CPUがパワーアップしてオフィスアプリ

ケーションなどが快適に動くだけに、“PDAの

代わり”としての使い方に終始するのはもった

いない気がしたのも事実。腰を落ち着け、マ

イクロソフトワードなどを使って（オフィスアプ

リケーションは標準搭載していない）じっくり

“仕事”をこなしたいと思うのだが、キーピッチ

が約13ミリでは、どうしても入力がもどかしい。

パワーアップしたVAIO Uは、確かにハードと

しての魅力は十分だ。ただし、モバイル環境で

“仕事”以外にそのパワーを活かすアプリケー

ションやサービスは今のところ数少ない。そこ

が、この完成されたハードの最大の欠点といっ

てもいいのではないだろうか。 （編集部）

強力なパワーを詰め込んだ
超小型ノートPC新「VAIO U」
PCG-U101
ソニー

店頭予想価格：約160,000円

PCG-U101
OS ウィンドウズXP Home Edition
CPU モバイルインテルCeleron 600A MHz
メインメモリー 256MB
ハードディスク容量 約30GB
液晶 7.1型 XGA（1024×768ドット）対応

CGシリコンTFTカラー
外形寸法 幅178.8×奥行き139.5×高さ34.1（mm）
重量 約880g（バッテリーパック（S）搭載時）
参考URL http://www.vaio.sony.co.jp/
問い合わせ先 VAIOカタログセンター 03-5454-0700

以前のシリーズと変わらず、ポインターの操作はキーボ
ード上部のボタンで行う。ここから、画面の明るさを調
節したり、「ThumbPhrase」を立ち上げたりできる。ウェ
ブを見るくらいの使い方ならキーボードに触る必要はな
かった。下の写真のようにブックスタイルにもできるが、
多少手が疲れるかも。

5 月 3 日発売予定

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D
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大量の英文書類の処理に
追われるビジネスユーザーに朗報
ビジネスがグローバル化してきた昨今、英文メ

ールを処理する、海外のウェブサイトに掲載さ

れた資料を調べて企画書を書かなければなら

ないなど、「英語はどうも苦手で……」では避け

て通れない状況が広がりつつある。

コスト削減の折、英文での書類処理を外注に

出す費用を省きたい。だが、学生時代にさんざ

ん苦労して勉強したものの英語などろくに使え

ない多くの日本人にとって、辞書を引き引き訳

していくのは、時間ばかりかかってまったく非

効率なことこのうえない。

「Amikai Enterprise」は、文書やメールを瞬時

に翻訳してくれる企業向けの翻訳ソリューション

だ。オンライン利用のため、社内にサーバーを

設置する必要はなく、インターネットにさえつな

がっていれば、場所を問わずにどこからでも利

用できるのが特徴。常にバージョンアップされ

たプラットフォームを利用できるので、パッケー

ジソフトのように買い替えの必要もない。

インストールすると、デスクトップに「AmiClick

ネット経由でいつでもどこでも使える
企業向け翻訳ソリューション
Amikai Enterprise
アミカイ

Amikai Enterpriseの動作環境
対応OS ウィンドウズ98/Me/NT4.0/2000/XP
インターネット接続速度 56kbps以上
ウェブブラウザー IE 5.0以上、Netscape6.0以上
メモリー 64KB以上のRAM
ハードディスク空き容量 20MB以上
参考URL http://www.amikai.com/
問い合わせ先 営業部　info-japan@amikai.com

使用ライセンス価格（10ライセンス基本料金）
英⇔日 月額65,000円

（契約は1年単位で、途中解約不可）
韓⇔日 月額95,000円
英⇔日＆韓⇔日 月額140,000円
※バージョンアップ、メールサポート込み

使用ライセンス価格：月額65,000円～（下記参照）

翻訳パッドの上ウィンドウに訳したい英文を貼り付け、
「翻訳」ボタンをクリックすると数秒で訳文が下ウィンド
ウに表示される。英文→和文も、その逆も翻訳可能。

Amikai Enterpriseのセンター画面。アカウントの登
録や名詞辞書に単語を登録できる。

登録したメールアドレスとパスワードでログインする。
翻訳はすべてSSLを使用して実行されるので安心だ。

ワードなどのMicrosoft Officeアプリケーションのプ
ラグイン機能もあり、ソフト上から簡単に翻訳機能を
利用できる。

発売中

翻訳パッド」が表示される。クリックするとログ

イン画面が表示されるので、登録しておいたメ

ールアドレスとパスワードを入力してログイン

する。翻訳したい文章を翻訳パッドのウィンド

ウにコピー＆ペーストし、「翻訳」ボタンをクリ

ックすれば、数秒で下のウィンドウに訳文を表

示してくれる。

機械翻訳のため、結果が完璧とはいいがたい

が、だいたいの意味をつかむには十分。実際

に人間が訳す前の下訳として役立つだろう。

Officeアプリケーションの
プラグインとして利用できる
また、インストールするとワードやエクセル、パ

ワーポイントなどの「Microsoft Office」製品の

ツールバーにプラグインとして組み込まれる。各

アプリケーションのツールバーから「翻訳」を選

ぶと、全文翻訳や指定した部分の翻訳を実行し

てくれる。翻訳した文章は別ファイルで保存す

ることも、元のファイルに上書きすることもでき

る。アウトルックエクスプレスにももちろん組み

込まれるので、英文メールの処理も飛躍的に楽

になるはずだ。

オンライン上で共有の名詞辞書を登録できるの

で、会社や業界独自で使用する用語を追加して

おくと便利になる。

契約前に30日間無料で試用できる。ユーザー

アカウントや試用期間中に登録した名詞辞書の

用語は、正式契約後継続して利用できるため、

まずは使ってみてはどうだろう。（いちばゆみ）

使用までの流れ

1企業代表者（アドミニストレーター）がウェブサイトより申
し込む。

↓
2アカウント発行。アドミニストレーターが、インストール
方法やグループのユーザーアカウントを作成する方法
をアミカイよりメールで受け取る。

↓
3アドミニストレーターはAmikai Enterpriseセンターに
ログインし、グループのユーザーアカウントと辞書エデ
ィターを作成する。

↓
4各ユーザーはアドミニストレーターから受け取ったイン
ストール方法のメールに従い、自分のパソコンにデスク
トップアプリケーション「AmiClick」をインストールする。

↓
5使用時には登録したメールアドレスとパスワードを入力
して「AmiClick」にログインし、翻訳パッドや、Microsoft
Office翻訳プラグインを使用して英文を訳す。
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レイアウト表で自由自在に
ウェブページをデザイン
「ワープロ感覚で操作できる」は、ウェブページ

ソフトによくある形容だ。4月初めに発売された

「HomePage Creator 5.5」もその1つで、実

際、初めて起動したときから直感的に操作方法

がわかる。テキスト入力や書式の設定、画像の

挿入、リンクの設定など、ウェブページを作成す

るのに最低限必要な操作にはマニュアルはいら

ない。

しかし、操作方法がわかったからといって、かな

らずしも思いどおりにウェブページを作れるわけ

ではない。特に苦労するのが、ページレイアウ

トだろう。通常、ウェブページのレイアウトには

テーブル（表）を使う。ところが、少し凝ったデザ

インにしようとすると、表は何重にも入れ子にな

り、各テーブルやセルの設定はとても難解なも

のになる。

HomePage Creatorの「レイアウト表」は、そん

な苦労をせずにウェブページのレイアウトがで

きる便利な機能だ。これはAdobe GoLiveの

レイアウトグリッドとよく似た機能で、基本的に

はHTMLの表タグが使われている。が、ユーザ

ーは、タグの存在をいっさい意識しなくていい。

ページ上に必要な大きさのレイアウト表を挿入

して、そこに表のセルに相当する「レイアウトセ

ル」を配置し、その中にテキストや画像を挿入す

ればいいのだ。レイアウトセルの配置やサイズ

はあとから自由に変更できる。

ユーザーの経験と要望に応じて
さまざまに対応できる豊富な機能
ウェブページはまったく白紙の状態から作って

もいいが、あらかじめ用意されているひな形を

もとに作成することもできる。サイトも同様で、

サイトウィザードを利用すれば、テンプレート

やテーマを選ぶだけで、ウェブサイト全体のペ

ージのひな形を一気に作ることもできる。｢ス

クリプトウィザード」を使えば、ロールオーバー

ボタンやドロップダウンメニューなど、18種類

の動きのあるページも簡単に作れる。

HomePage Creatorにはベクター画像編集ツ

ール「WebCanvas」やアニメーションGIF作成

ツール「Namo GIFアニメータ」、大きな画像

ファイルを小さな複数の画像ファイルに分割す

るための「Namo Image Slicer」といったアプ

リケーションがバンドルされている。これから

ホームページを作ってみようという初心者にと

っては、とても便利な1本だ。

が、HomePage Creatorは、決して初心者専

用というわけではない。編集ウィンドウ下部に

は「編集」「HTML」「プレビュー」の3つのタブ

から「HTML」を選べば、HTMLソースが表示さ

れて、HTMLタグを直接編集できるようになる。

データベースと連携したASP（Active Server

Pages）の作成もできれば、XMLにも対応し、

数式エディターも備えている。機能を挙げれば

きりがないほど多機能なのだ。言い換えれば、

ユーザーの成長に対応できるウェブページ作成

ソフトといえるだろう。 （藪暁彦）

シンプルな操作性と高機能を兼ね備えた
韓国生まれのウェブページ作成ソフト
HomePage Creator 5.5
プロジーグループ

HomePage Creator 5.5の動作環境
対応OS ウィンドウズ98SE / Me /

2000 Professional / XP
CPU Pentium II クロック周波数350MHz以上
ハードディスク空き容量 最小インストール 20MB

標準インストール 110MB
完全インストール 270MB

メモリー 128MB以上（256MB以上推奨）
ディスプレイ 解像度1024×768ピクセル、16ビットカラー以上
その他 Internet Explorer4.x以上推奨、インター

ネット接続環境必須
参考URL http://www.pro-g.co.jp/hpc55/  

サイト直販価格：8,800円（通常版）、6,280円（乗り換え版）※アカデミック版もある

HomePage Creator 5.5の編集画面。レイアウト表とレイア
ウトセルを使えば、ページデザインも簡単にできる。ここでは、
レイアウト表の中に6つのレイアウトセルを配置して、それぞれ
に見出し、説明文、バナーや画像を挿入した。

本パッケージは
画像編集ツール
の「WebCanvas」
「Namo GIFアニ
メータ」「Namo
Image Slicer」を
バンドルする。

メインウィンドウ左下の「HTML」タブを選ぶとHTMLソ
ースファイルが表示され、タグを直接編集できる。

サイトウィザードでは、テンプレートや構成、サイトの色
調を設定するテーマなどを選択するだけで、サイト内の
全ページのひな形が自動的に生成される。できあがっ
たひな形にテキストを入力し、画像を挿入すればウェブ
ページが完成する。

発売中

P66
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O !
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ADSLの通信速度を低下させる
家の内外のあらゆるノイズ
ADSL環境で速度低下の主な原因となるのは、

NTT収容局からADSLモデムまでの間のアナロ

グ線に侵入してくるノイズだ。この間を通るのは

アナログ信号なので外部ノイズの影響を受けや

すく速度低下の原因になりやすい。ただし壁の

モジュラージャックまではユーザーは改善しよう

がない。このため、実際にユーザーがADSLの

通信速度向上のために何らかの対策が打てる

のは、壁のモジュラージャックからADSLモデム

までの間になる。この間に侵入してくるノイズは、

図のようにオートバイのエンジンノイズや放送電

波、家電製品の出す電磁波ノイズ、ADSLモデ

ムの電源から侵入する電源ノイズなどが挙げら

れる。ノイズはケーブルの外からも中からも侵入

してくるのだ。

それ以外にも速度低下の原因になるものはあ

る。ADSLモデムとPCとの間に設置するルー

ターは、その本体の速度性能とやはり電源ノイ

ズが速度低下の原因となる。PC本体では、ネ

ットワークカードの性能、PC内に搭載している

他の機器の発する電磁波ノイズ、そして電源ノ

イズが速度低下の原因となる。また、ADSLモ

デムとルーター、ルーターとPCとの間で使うケ

ーブルに電磁波ノイズが侵入する可能性もある。

電源ノイズに関してはタコ足配線をやめないな

ら、ノイズフィルター付きの電源タップを使う、

コンセントの極性を確認して正しくアースを取る

ことで改善できる場合がある※。また電源ケー

ブルに関しては高周波ノイズを吸収する「フェラ

イトコア」を取り付けてもいいだろう。

家庭のADSLをもっと速くする

インターネット高速化ツールを徹底調査

FTTHユーザーも少しずつ増えている昨今だが、価格もまだ高めだし、速度に見合うだけのコンテンツが

流れるようになるのも先の話。FTTH普及期までは速度価格比の高いADSLをそのまま使うつもりのユ

ーザーは多いはずだ。本記事ではとりあえず現状のADSLをさらに速くしたいユーザー向けに、高速化

ソフトウェアとノイズ対策グッズを検証する。 （井上繁樹）

ADSL環境の速度低下の原因は、屋外または屋内からケーブルや機器に飛び込んでくる電磁波ノイズと電源から侵入
する電源ノイズだ。またNTT収容局からの距離に比例するアナログ信号の減衰も大きな影響をもたらす。

［屋外］
・オートバイなどのエンジンノイズ

・無線の電波

・放送電波

近くを通るオートバイなどのエンジンノイズ

や無線の電波、放送電波などが屋外から

ADSLの速度低下を引き起こす原因になりう

る。また、これ以外にも家電などが発するイ

ンバーターノイズが屋外から侵入してくるこ

ともある。ただし、どれも必ずADSLに影響

するというわけではない。

［屋内］
・ADSLモデムの電源からのノイズ

・電気製品の発する電磁波ノイズ

・外部ノイズに弱いケーブル

テレビやエアコン、電子レンジなど家電製品

が発する電磁波ノイズや、これら家電と共用

しているタップなどから侵入する電源ノイズ

が主な速度低下の原因となる。改善するなら

スプリッターからADSLモデムまでの間のモ

ジュラーケーブルの交換と電源回りを今一度

確認したい。

TEL

NTT

ADSLモデム 

タコ足コンセント 

スプリッター 

PC

電子レンジ 

TV

エアコン 

冷蔵庫 オートバイ 

放送電波 

屋 外 

屋 内 

「速度」の出ない理由

■ ADSL機器の接続とノイズ障害

※端子穴では幅の広いほうがアース側で、端子側では
逆三角形の中に「〒」マークの付いているほうがアース側
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6極4芯のモジュラー

ケーブル。スプリッタ

ー～ADSLモデム間

の接続に使う。細い

ケーブルながら従来製

品よりノイズに2倍強いとしている。

手軽なシールド付きケーブルや
ノイズフィルターで速度アップを狙う
個人でできるノイズ対策は壁のモジュラージャッ

クから内側になる。そのうち対策がとれるのは

スプリッター～ADSLモデム間のモジュラーケ

ーブルと、ADSLモデム～ルーター間またはル

ーター～PC間のケーブルになる。特にスプリ

ッター～ADSLモデム間のモジュラーケーブル

を通るのはアナログ信号であるためノイズの影

響を受けやすい。この間に施せる対策は、①よ

りノイズに強いケーブルを使う、②ノイズフィル

ターによってスプリッターから侵入してくるノイズ

を排除する、③モジュラーケーブルにノイズ対策

を施す、などが挙げられる。ADSLモデム～ル

ーター間もしくはルーター～PC間のケーブルは

それほど神経質になることもないが環境によっ

てはノイズに強いケーブルにすれば効果はある

だろう。

ここでは、4種類5製品（うちノイズフィルター2

種類）を使って効果を確認した。確認は複数の

速度計測サイトで各5回行った。テスト環境は

右のとおり。テストを行った拙宅では8Mbpsサ

ービスに契約しているのだが、通常6Mbps～

7Mbpsの間の数値がコンスタントに出ているせ

いか、今回のテストでは残念ながら効果は確認

できなかった。ちなみにアッカ12MとヤフーBB

12Mを利用する編集者宅2か所でも、同様のテ

ストを行った（計測に使ったPCのOSはウィンド

ウズXP ProfessionalとHome Edition）。テス

ト前でそれぞれ1.9～3.1Mbps、2.9～3.9Mbps

の速度が出ていた。試用したところ、ここでも目

立った効果は確認できなかった。テストした環

■ノイズ対策グッズ接続図

CPU Athlon XP 2000＋
メインボード Sapphire A3-A285
メモリー 512MB DDRAM
LANカード プラネックスFNW-9803-T
HDD IBM IC35L120AVV207-0
OS ウィンドウズXP Professional SP1
ルーター メルコBLR3-TX4
回線 ヤフーBB ADSL 8M

TEL NTT

ルーター ADSLモデム 

スプリッター 

PC

【A】ノイズに強いモジュラーケーブル 

【B】【C】ノイズフィルター 

【D】ノイズチューブ 

【E】 アルミシールド付き 
　　LANケーブル 

■テスト環境（自作PC）

ノイズに強いモジュラーケーブル
MJ-L01
実売価格：630円

A

ADSLノイズフィルター
MJ-ADSLF2

ADSL帯域より高い周

波数のノイズと、放送

電波やインバーターノ

イズを除去するADSL

専用ノイズフィルター。

AnnexC、A対応。スプリッター～ADSLモデム

間の接続に使う。

実売価格：3,420円

C

ADSLノイズフィルター
MJ-ADSLF

ADSLモデムに入る無

線やオートバイのエンジ

ンノイズを除去するノイ

ズフィルター。AnnexC、

A対応。雷サージ付き。

スプリッター～ADSLモデム間の接続に使う。

実売価格：2,700円

B

ブロードバンド対応ケーブル
LD-CTSM/BU2（2m）

アルミシールドで芯線

をカバーしたLANケー

ブル。10/100Mbps両

対応。ADSL/CATVモ

デム～ルーター間やル

ーター～PC間などの接続に使う。

※すべてエレコム製jhttp://www.elecom.co.jp/

実売価格：1,170円

Eノイズチューブ
LD-NT205/BK

スプリッター～ADSL

モデム間のケーブルを

通して使う網目状のチ

ューブ。電化製品など

から発生する電磁波ノ

イズを遮断する。同梱のアタッチメントを使って

ケーブルを通す。

実売価格：2,280円

D

境がすべてマンションだったこともあり、屋内で

のモジュラーケーブルの取り回し距離が短かい

ため、元々ノイズの影響を受けにくかったようだ。

こうなったら次の手は電源ノイズの遮断と152

ページで紹介する高速化ツールだ。
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インストールするだけで速くなる
高速化ツールの仕組み
インターネット高速化ツールではいくつかの方

法で高速化を実現している。もっとも重要な機

能は「MTU」と「RWIN」の調節機能だ。インタ

ーネットやLANで使われるTCP/IPプロトコル

では受信側からの要求に応じて、送信元はフ

ァイルやデータをパケットと呼ばれる単位に分

割して送信する（右図）。このパケットの最大サ

イズを決めているのがMTU（Max Transfer

Unit）値だ。受信側はあらかじめ設定されたデ

ータ量を受信すると受信確認を行う。受信確

認を行う目安のデータ量を決めるのがRWIN

（Receive Window Size）値だ。MTUの値は

大きければファイルの転送速度に効果はある

が、MTUサイズより小さなファイルばかりだと

逆効果になる（スカスカの荷台のトラックを想

像してほしい）。RWINの値も大きいほうが速度

に貢献するのだが、受信したパケットが壊れて

いた場合は送り直しがそれだけ増えることにも

なるので、通信エラーが多いときはむしろ逆効

果になる。

その次に重要なのがDNSキャッシュの調節だ。

DNSキャッシュとはURLからIPアドレスを調べ

た結果をDNSサーバーから受け取って一時的

に記憶しておく記憶領域のことで、大きくしてお

けばそのぶんだけDNSサーバーへの問い合わ

せが減らせる。それだけ高速化できるというわ

けだ。そのほか、バナーやポップアップなどの

広告を排除する機能も効果が期待できる。

以上のアプローチ以外にも「IEのコネクション

数の調節」「不要なサービスの停止」などの方法

で高速化を実現している。

・MTU、RWIN、TTLの調整

・DNSキャッシュ調整

・「お気に入り」先の自動読み込み更新

・インターネットエクスプローラのコネクショ

ン数調節

・広告・ポップアップウィンドウ排除

・ネットゲーム高速化機能（不要なサービスを

一時的に停止する）

インターネット高速化ツールの機能

回線種別を選んで「高速化実行」ボタンを
クリック。その後再起動すれば設定変更は
完了だ。画面は「驚速ADSL2」。

「手動高速化」をクリックすると、「高速化の調整」画
面が表示される。ここでは、MTUやRWINを細か
く指定できる。

「ADSL Ninja turbo 2」の「パフォーマンスアップの詳細設定」
の画面。インストール後、何も設定しなくても問題ないが、細
かな変更はこの画面で行う。

詳細設定画面。DNSキャッシュ、広告カット、レジスト
リーバックアップ、ネットゲームモードなどの設定機能を
ここから呼び出せる。

より上位の 
DNSサーバー 

DNSサーバー 

jhttp://www.○×△□.jp/ 
　　　xxx.xxx.xxx.xxx

目的のウェブサイト 

ユーザーPC クリック 

http://www.○×△□.jp/

IPアドレス問い合わせ 

xxx.xxx.xxx.xxx

送信要求 
受信確認 

RWIN

MTU

パケット受信 

DNSキャッシュ 

RWIN

■インターネット高速化ツールの動作

RWINは受信するデー
タ量をあらかじめ決め、
いっぱいになって初め
て受信確認を行うもの。
通信エラーが起こると、
最初からこのRWIN値
単位で受信し直すため、
RWIN値を大きくしすぎ
ると余計に受信が遅く
なる場合がある。
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驚速ADSL2
ソースネクスト

ウィンドウズ2000/XPでは効果を確認できなかったが、

ウィンドウズ98では大幅な速度向上を確認できた。た

だし体感での差は小さい。シンプルなGUIなので操

作に迷うことはほとんどない。

※同シリーズには、驚速CATV2や驚速FTTH2も用意

されている。

実売価格：3,480円
jhttp://www.sourcenext.com/

ADSL Ninja turbo 2 for Windows Yahoo!BB edition
アイフォー

ウィンドウズ98では大幅な速度向上が確認できたが、

ウィンドウズ2000/XPでは効果を確認できなかった。

標準状態で有効になっている広告排除機能は体感上

の速度向上に役立っているようだ。

※ヤフーBB以外のADSLユーザー用「ADSL Ninja

turbo 2 for Windows」とCATV用もある。

実売価格：3,580円
jhttp://www.ifour.co.jp/

i-Accele＋
クエスト

高速広帯域回線に接続されたアイアクセルのプロキ

シーサーバーからウェブコンテンツデータを圧縮して

ユーザーのPCまで送ることで高速転送を実現する。

圧縮されたデータはユーザー側のPCで解凍される。

体感としては、今まではクリック後一拍おいてブラウザ

ー画面が表示される状態だったのが、クリックしたらブ

ラウザー画面が書き変わっている状態になるほどの違

いだ。アウトルックエクスプレスやアウトルックのメー

ル受信にも対応する。PCにインストールしたツールで

は、4段階のスピード調節ができる（右の画面で画質

優先が可能）。ウィンドウズXPでも効果が出るが、ウ

ィンドウズ98には非対応。

サービス料金（専用インフラとソフト使用料）：3,800円（90日間）、12,000円（1年間）
jhttp://www.qst.co.jp/

■ i-Accele高速化の仕組み

高速化ツールは98／Meユーザーにオススメ
XPにはサービスウェアを使う手も
ここでは、実際にインターネット高速化ツールの

「驚速 ADSL2」と「ADSL Ninja turbo 2 for

Windows Yahoo! BB edition」を試用した。速度

測定には複数の速度計測サイト（下の4サイト）

を利用し、ウィンドウズ98、2000、XPの各OS

で各ソフトごとに設定変更前と設定変更後で5

回ずつ計測した。また、独自のサーバーを利用

して高速化サービスを提供する「i-Accele＋」に

も同様のテストを行ったが、他の2ソフトとは仕

組みが異なるのであくまで参考としてほしい。結

果は、「驚速ADSL2」と「ADSL Ninja turbo 2」

ともに、ウィンドウズ98では4Mbps前後からウ

ィンドウズ2000/XPとほぼ同じレベルの6～

7Mbpsまで上昇したが、ウィンドウズ2000/XP

では変化が見られなかった（表参照）。数値・体

感差がもっとも大きかったのは「i-Accele＋」だ

った。

なお、「驚速ADSL2」「ADSL Ninja turbo 2」に搭

載されている広告排除機能は、初期設定ではト

ップのバナー画像など目立つ部分のものしか排

除できず効果もあまり実感できない。有効に活

用するには、起動・再生に時間のかかるFLASH

や動画ファイルを含む広告が排除できるように

設定を追加していく必要がある。

PC

i-Acceleでデータを 
元のサイズに戻す 

見たいサイトを要求 
http://www.○×△□.jp/

プロバイダー 

ウェブページ 
約80KB

i-Acceleサーバー 

ここでデータを 
小さく圧縮する 

高帯域通信 

ウェブページ 
160KB

インターネット 

■測定結果（単位はMbps）

通常時 驚速ADSL2 ADSL Ninja i-Accele+
turbo2

ウィンドウズ98 4.1 6.4 6.4 13.9

ウィンドウズ2000 6.2 6.3 6.5 22.5

ウィンドウズXP 6.5 6.3 6.5 22.3

RBB TODAY
jhttp://speed.rbbtoday.com/

BNRスピードテスト
jhttp://www.musen-lan.com/

speed/

BB Speed Checker
jhttp://speedchecker.bbtec.net/

gooスピードテスト
jhttp://speedtest.goo.ne.jp/

速度計測サイト

※ここで紹介する3製品は読者プレゼント対象。P66へGO！
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